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10
日(
土)
サ
ン
ラ
イ
フ
松
江

に
お
い
て
、
全
日
本
年
金
者
組

合
島
根
県
本
部
東
部
支
部
の
総

会
が
開
か
れ
「
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
年
金
制
度
の
確
立

を
め
ざ
そ
う
」
と
熱
心
に
討
論

が
さ
れ
ま
し
た
。

全
日
本
年
金
者
組
合
は
、
全

国
で
10
万
人
を
超
え
る
組
合
員

を
持
ち
、
９
４
５
の
支
部
が
、

各
地
で
日
本
の
革
新
運
動
の
一

角
を
担
い
運
動
を
進
め
て
い
ま

す
。総

会
で
は
、
近
藤
修
書
記
長

が
運
動
方
針
案
を
説
明
、
岸
田

政
権
に
よ
る
大
軍
拡
・
戦
争
へ

の
道
が
お
し
す
す
め
ら
れ
、
医

療
・
福
祉
の
後
退
で
高
齢
者
の

暮
ら
し
が
お
び
や
か
さ
れ
て
い

る
情
勢
を
報
告
し
ま
し
た
。

新
年
度
の
運
動
方
針
▽
「
年

金
引
き
下
げ
は
憲
法
違
反
」
と

取
り
組
ん
で
い
る
年
金
裁
判
を

高
裁
で
闘
う
こ
と
▽
物
価
の
高

騰
と
年
金
の
目
減
り
の
中
で
、

豊
か
な
高
齢
期
を
迎
え
る
運
動

を
仲
間
を
増
や
し
て
広
げ
る
▽

高
齢
者
の
負
担
増
に
反
対
し
、

社
会
保
障
の
充
実
、
補
聴
器
補

助
を
進
め
る
▽
原
発
再
稼
働
反

対
や
、
日
本
を
戦
争
す
る
国
に

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
市
民
と

野
党
の
共
闘
を
進
め
る
▽
女
性

部
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な

ど
、
役
に
立
ち
、
楽
し
い
年
金

者
組
合
に
し
て
い
く
、
な
ど
が

報
告
、
討
論
の
の
ち
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
と
し
て
執
行
委
員
長
・

橘
祥
朗
、
副
委
員
長
・
松
本
都

子
、
書
記
長
・
近
藤
修
、
な
ど

を
選
出
し
閉
会
し
ま
し
た
。

(2)

新
日
本
婦
人
の
会
松
江
支
部
が

Ｓ
Ｓ
Ｗ
で
社
会
福
祉
士
の
長
廻
芳

行
氏
を
講
師
に
「
学
校
と
福
祉
の

連
携
に
つ
い
て
～
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
の

実
践
か
ら
」
と
題
し
て
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

松
江
市
役
所
新
庁
舎
を
会
場
に
、

保
育
士
や
看
護
師
、
保
健
師
養
護

教
諭
な
ど
の
専
門
家
や
市
民
17
名

が
参
加
、
角
智
子
県
議
、
中
村
ひ

か
り
市
議
、
日
本
共
産
党
か
ら
尾

村
利
成
、
大
国
陽
介
両
県
議
、
舟

木
健
治
、
た
ち
ば
な
ふ
み
両
市
議

が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
は
社
会
福
祉
に
関
す

る
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
有
し
、

問
題
を
抱
え
た
児
童
・
生
徒
に
対

し
、
当
該
児
童
・
生
徒
が
置
か
れ

た
環
境
へ
の
働
き
か
け
や
、
関
係

機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
な
ど
、
多
様
な
支
援
方
法
を
用

い
て
課
題
解
決
へ
の
対
応
を
図
っ

て
い
く
人
材
で
す
。

講
師
の
長
廻
氏
は
社
会
福
祉
士

会
の
元
事
務
局
長
で
、
島
根
大
学

人
間
科
学
部
で
社
会
福
祉
士
の
養

成
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、
社
会
福

祉
士
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
沿
革
や
活
用
事

業
に
つ
い
て
、
島
根
県
、
松
江
市
、

出
雲
市
の
取
組
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

文
科
省
に
よ
る
Ｓ
Ｓ
Ｗ
活
用
事

業
は
２
０
０
８
年
に
は
じ
ま
り
県
・

市
で
も
取
り
組
ま
れ
て
き
た
が
、

専
門
家
の
配
置
・
活
用
が
不
十
分

だ
と
長
廻
氏
は
指
摘
。
本
来
Ｓ
Ｓ

Ｗ
は
、
教
員
と
違
う
立
場
（
子
ど

も
を
ジ
ャ
ッ
ジ
し
な
い
）
で
子
ど

も
と
関
わ
り
、
困
難
が
あ
れ
ば

「
環
境
に
働
き
か
け
」
関
係
機
関

と
連
携
し
、
問
題
解
決
を
図
る
も

の
。
国
の
基
準
に
よ
れ
ば
中
学
校

区
に
1
人
配
置
と
し
て
い
る
が
、

松
江
市
は
中
学
校
区
に
７
名
、
派

遣
型
で
４
名
の
配
置
。
市
内
の
中

学
校
は
15
校
、
小
学
校
32
校
、
義

務
教
育
学
校
２
校
あ
り
、
校
区
配

置
の
勤
務
は
年
間
１
８
０
時
間
と

あ
ま
り
に
少
な
い
。
そ
の
た
め
、

子
ど
も
と
関
わ
る
時
間
を
作
れ
な

か
っ
た
り
、
就
職
先
と
し
て
考
え

ら
れ
ず
、
島
根
大
学
で
養
成
さ
れ

た
Ｓ
Ｓ
Ｗ
希
望
の
若
い
社
会
福
祉

士
が
や
む
を
え
ず
他
の
仕
事
に
就

か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
例
が
あ

る
。
鳥
取
県
は
週
30
～
35
時
間
の

常
勤
配
置
だ
と
い
う
。

Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
派
遣
を
経
験
し
た
教

員
か
ら
は
「
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
暗
い
ト
ン
ネ
ル
の

中
で
光
が
み
え
た
」
「
外
の
情
報

を
戴
い
て
助
か
っ
た
。
教
員
を
し

て
い
る
と
ど
う
し
て
も
校
内
で
諸

問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
が
ち
」

「
私
た
ち
教
員
が
子
ど
も
た
ち
と

し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
い
く
上
で

Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ

て
い
る
」
、
教
育
委
員
会
に
Ｓ
Ｓ

Ｗ
専
用
回
線
を
と
の
声
も
あ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
学
校
で
働
く
も

の
と
し
て
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
力
を
学
ぶ
チ
ャ

ン
ス
が
ほ
し
い
」
「
学
校
現
場
で

専
門
家
の
力
も
借
り
て
不
登
校
や

学
級
の
問
題
解
決
を
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
困
り
ご
と
を
抱
え

る
家
庭
や
生
徒
、
不
登
校
や
い
じ

め
、
虐
待
が
増
え
社
会
的
課
題
と

な
る
中
、
福
祉
の
専
門
家
の
目
を

学
校
現
場
で
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
活
用
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

教
育
と
社
会
福
祉
の
連
携
を

長廻氏の講演を熱心に聞く参加者

千
葉
県
船
橋
市
で
開
か
れ
た
対
話
集
会

（
５
月
27
日
）
を
収
録
・
編
集
し
た
動
画

「
志
位
和
夫
委
員
長
と
語
り
合
う
対
話
集

会
18
問
18
答
」
が
１
万
５
千
回
視
聴
さ
れ

好
評
で
す
。

質
問
は
、
平
和
、
外
交
、
賃
上
げ
、
子

育
て
、
教
育
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
消
費

税
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
党
へ
の
疑
問
に

も
答
え
、
日
本
共
産
党
が
ま
る
ご
と
わ
か

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

例
◇
な
ぜ
「
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
」
を
持

つ
の
？

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
強
制

ど
う
見
る
？

◇
な
ぜ
物
価
は
あ
が
っ
て

も
賃
金
は
あ
が
ら
な
い
の
？

◇
「
異
次

元
」
よ
り
「
普
通
」
の
少
子
化
対
策
を
！

◇
消
費
税
減
税
し
て
ほ
し
い
け
ど
財
政
は

大
丈
夫
？

◇
な
ぜ
日
本
で
は
再
エ
ネ
利

用
が
す
す
ま
な
い
の
？

な
ど
な
ど

丸
ご
と
日
本
共
産
党
が
わ
か
る

『
志
位
委
員
長
と
18
問
18
答
』
動
画
が
好
評

誰
も
が
安
心
の
年
金
制
度
を

総会で挨拶する橘執行委員長

↑ＹｏｕＴｕｂ
ｅの日本共産党
チャンネル「志
位和夫委員長と
語り合う対話集
会１８問１８答」

新
日
本
婦
人
の
会
松
江
支
部
が
学
習
会
開
催

年
金
者
組
合
東
部
支
部
が
総
会


